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備 考

平塚市民病院を受診された患者さまへ

当 院 の 研 究 責 任 者
所 属 及 び 氏 名

　当院では次の臨床研究を実施しております。

　本研究の対象者に該当する可能性がある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望さ
れない場合は、次のお問い合わせ先にご連絡ください。

他 の 研 究 機 関 及 び
研 究 責 任 者

お 問 い 合 わ せ 先

COVID-19の患者または疑義症例の既存の診療録情報を用いた多施
設共同、後向き・前向きコホート研究
【対象】
２０２０年１月～２０２０年１２月までに研究参加施設で入院も
しくは外来診療を行ったCOVID-19の患者または疑義症例
【利用する情報】
患者基本情報、血液検査、治療内容、治療経過・予後、患者背景
等

本研究では既存の試料・情報を取り扱う。研究対象者の氏名、イ
ニシャル、カルテ番号は収集せず、個人が特定できないように匿
名化する。匿名化に際しての対応表はパスワード設定し独立した
ＰＣ内で管理し、紙での保存は行わない。本研究にかかわる研修
者以外がアクセスできないよう管理、保管し、秘密を保全する。

２０２０年１月、中国で発生した新型コロナウイルス（SARS-CoV-
2）が世界中に広がり、日本でも発症者が出ている。しかし、新型
コロナウイルスの性状は未だ不明な点が多く、治療薬も確立して
いない。そのような中、横浜市、神奈川県地域では市中の発症の
ほかに、大型客船内で発症した新型コロナウイルス感染症(COVD-
19)の感染者・疑義症者が多く出ているが、治療経過を把握されて
おらず、患者背景、治療経過等は不明なままである。本研究では
COVID-19の疾患背景、臨床経過、疫学の解析を行うものである。

　２０２０年８月７日　　～　　２０２２年３月３１日

新型コロナウイルス感染症（COVID-19)の疾患背景、臨床経過、疫
学に関する研究（多施設共同研究）
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